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と近代資本主義 との関係 にっいて。第四に各々の宗教倫理の合理性 と社会の合
理化にっいて。以上のまとめからウェーバーの宗教社会学における宗教 と経済
の関係にっいての見解,さ らに宗教 と社会というよ り広い関係にっいての見解
を考える。 ここから現代社会の研究のための手がか りを導きたい。
21ピ ュウ リタ ニズム の倫 理
生活様式は宗教によって規定される。それは経済倫理の決定的な要因になる






えば,神 と人間についてはすべてキ リスト者の信仰 は同じであるが,宗 派によ
り救済論は異なる。 これが倫理観に大きく作用 している。
救済論
まず,キ リス ト者共通の信仰を要約すれば次の三点となる。1.神 は宇宙を
創造 し,神自身に似た者 として人間を置き,そ れに魂を与えた。2.人 間は神
に逆 らって罪を犯す,3.人 間の魂は永遠のものである。故に,死の時には神
の世界にひき戻される。罪の許しが必要である。 一 救済論が生 じる根拠はこ
こにある。カ トリック教会の救済論では,神 を愛 し隣人を愛することが主要な
掟であるために礼拝と道徳は非常に重視 される。それを確実にする方法 として,
修道院での組織化された仕事を含む世俗外的禁欲の生活が営まれてきた。
ルッターもカ トリックの修道士であったが,世 俗外的禁欲は現世の義務か ら
　
逃れようとす る利己的な産物であるとみた。世俗内的職業労働 こそ隣人愛の外
的な現れであると考えた。彼は,旧約聖書外典 『ベ ン・シラの知恵』を ドイツ














説にル ッターのBerufに関する宗教観を接合 したものであり,神 の恩恵によ
る選びの教説であった。それによれば,人間のために神が存在するのではなく,
神のたあに人間が存在する。そして 〈恐るべき 〔神の〕決断〉が待ち受けてい








　 　 　 　

















る組織的な自己審査で世俗内的禁欲を基盤 として神 と対峙 したのである。
4世俗内的禁欲の定着
イギリスでは王による国家権力でなされた宗教改革に対 して下からの動 きが









その多 くが経済生活において興隆 しっっあった市民的中産階級であった。 ピュ
ウリタニズムの語は17世紀の用語法として,オ ランダ ・イギ リスにおける禁欲




自ら予定説を信 じ,かっ再生 した諸個人,そ うした人々だけからなる集団とし
て宗派が派生 していったのである。宗派の自発的な集会の中でピュウリタン達
はますます禁欲の度合いを強あていった。 ピュウリタニズムのいかなる宗派 も,
常に宗教上の 〈罵恵の地位〉を現世か ら信徒達を区別する身分と考え,そ の身











































には,① ピュウリタニズムの緊張関係,② 経済的近代化の起動因,③ 時代的背
景 としての科学,④ 平等主義の精神,⑤ 宗教的合理化,が あったと考え られる
(富永1988:122-125)。緊張関係は,自然一神性,倫理的要請一人間的不完全
さ,罪 の意識一救いの要求,現 世での行為一来世での応報,宗 教的義務一政治












倫理 は資本主義の精神 としてのエー トスであった。
*




次の過程において社会に定着 し,エー トスとなった。っまり,ピ ュウリタン達
は天職を宗教的義務として信 じ,ピュウリタニズムは宗派(ゼ クテ)で 集団的
に固定化 した。その集団倫理を支えたのは主として興隆しっっあった市民的中
産階級である。17世紀の時代的背景のもとで,宗派の教育をとおして,社 会層





2カ ル ヴ ィニズム の合理 性 と資本 主義 の精神
ウェーバーは,西洋社会においてカルヴィニズムの倫理が宗教的態度や生活
や職業に対する考え方を変化させ,資 本主義社会の発展に関連 してきたかを述

































は規律正 しく労働することを重視 し,信仰のもとに禁欲的な生活を送 ることを
善とした。 この職業の専門性は,合理化にっながり,功利主義を強め,労 働を
効率よ く行 うことが,ま さしく神の求あるものであると考えた。神のために労
働 し,富裕 になるというのはよいことなのだと,神から救いの確信を得 るので




















バー1989:45)。そ して,こ の功利的な合理化を資本主義 の精神 とした。 この
合理性を生み出すエー トスとは,人間が倫理をもとに,資本主義の精神へと彼
らを内面から一定の行動へと押 し動か していく,そうした現実の起動力として
とらえた(住谷1989:77)。また,エ ー トスとは,倫理的性格,倫 理的雰囲気,
























態度のもとに,富 を増すため合理的経営の中で資本を投資 し,利潤を拡大 し,
10
人を管理し,時間的 ・物質的節約 と倹約 という合理的経済活動を行った。そし
て,人 間と人間の関係の中で信用 というものを重視 し,時間を守る,約束を守
るという倫理を身にっけていった。人間関係は,真実と正直と誠実が人生の幸
福のために重要であると確信をもち,人 々はこの決心を日記 に書き一生実行 し
ようとした。
伝統主義的な経済は,悠長な生活テンポにもとついた資本主義的な形態であ
り,経済過程の客観的側面や簿記の方法 も欠如 したものと考えていた。 この伝
統的な生活基準や利潤や労働量や事業経営様式や労働者 と顧客層 との関係を,
自分で顧客を獲得 し,買い手の必要にあわせ希望に応 じて 「薄利多売」 を原則
に合理化をはかっていった。得 られた富は事業に投資し,のんびりした気楽な
生活は失せ,冷静さをもとに生活や経済活動は変化 した。 これが 「近代資本主
義の精神」である。「資本主義の精神」 は伝統主義か ら解放 されて,規 律 と統
制をもとに無限の富に専心 した。冒険的な衝動的貪欲でなく,経済的営利活動
を体系的 ・持続的 ・合理的かっ誠実に行うように命 じた(ウェーバー1989:76-




(ハー バーマス1985:311)。宗教から生まれた倫理が職業に専念 させ,目 的合
理的行為の遂行へと転化 したことが,資 本主義の精神 として人間の行為の根元
となり,近代資本主義社会を発展させてきた。
今日,こ の資本主義の精神のもとに発展 してきた社会 は,非有機的 ・機械的
生産の技術と経済的条件に結びっいた近代的経済秩序をっくり,圧倒的な力と











富を得るために職務労働を精励 した。神 によって作 られた人間は,神から与え
られた命を,そ の時間を勤労 に費や し,浪費や享楽に使用 してはならず,節約,
倹約などの合理性が善徳化 された。 このカルヴィニズムの合理性にもとつ く資
本主義の精神は,宗教的倫理にもとづき,正直,時 間の正確,勤 勉,節 約にっ
ながり,伝統主義から脱却 し,近代資本主義社会を発展 させてきた。 しか し,
今日の資本主義社会では,宗教的 ・倫理的意味を失って,合 理的な経済活動の
みが重視 されてきている。
3儒 教 的思想 と資 本主 義
ウェーバーは,儒教工一 トスか ら旧中国の近代資本主義への否定性を解明し
た。 しかしそれは厚東洋輔がい う 「資本主義を自生的に生み出すのに適合的な












響を与え,そ れに他の宗教倫理を区別 し,同時に経済論理 自体の重要な意義を
もっ諸特徴を刻印した社会層の生活態度に方向付けを与えた諸要因を取 り出す




























ウェーバーは,儒教が継続 した条件を,①儒教の教育方針,② 科挙,③ 儒教
の国教化に求めていると思われる。教育は旧中国において俸禄に対する関心に
奉任 し,経書に縛 られていたことにより,その結果自然科学や論理学の発展 は





したものである㈱。科挙は受験者の文学に対する錬磨 と,そ こか ら生 じる君子
たるにふさわ しい態度が試された。 しかし何よりも重要なことは,合格 した官
























容認 したのである(ウ ェーバー1971:274)。しか し逆にいえば,道 教は呪術性
ゆえに,鬼神の災を忌避 しなければならない,儒者の道への適応の対象 として
接触 しなかったのであり,また道教の存続が,儒 者にとっては呪術性 と礼を宗
14
族,家 族,親 子関係において分離できなか ったが故に,む しろ道教の存続が礼
治の基盤 となっていたのである。従 って,旧中国においてはこの儒教 と道教 と
いう相互的な二重構造があったといえよう。
中華思想
上述 したように,儒教 は道への適応から 「呪術の園」を解放せずに温存させ,
さらには古典の尊重か ら道そのものを普遍的に伝統化させるというエー トスに
よって,近代資本主義を育むのに必要な現世からの分離という土壌が旧中国に





































うことである。例えば,『詩経』立政篇に 「あまね く天下 に徳を行なえば,全
世界に至るまで,服従 しないものはなくなるでしょう」 と記され,また 『礼記』
経解篇に 「天子は,天地と交わっている。故に徳を天地に施せば,万物の利益
を受けることができる。太陽と月の光が全世界を照 らしているように,徳の及
ばないところはないのである」 と記 されているように,古 典を同 じく基軸とし




























君子像 は過去 に基点があるから通事における諸現象と関わりな く,時間を回帰
させる。 ここに儒教社会 は,長期的不変 という層を形成 していたことになる。
後者 は,経過する時間のことであって,地理的 ・歴史的条件によって左右され
社会変動を促すこともあるが,旧 中国においては作用せず,却 って自己文化の









そうしてウェーバーが,旧 中国に対 して,儒者が伝統性に依拠 し改革を忌避





































のは,「人々の倫理的実践から無計画性 と無組織性が取 り除かれ,生 活態度の
全体にわたって一貫 した方法が形作 られる」 ことである(ウ ェーバー1989:
197)。カルヴィニズムの倫理は信者集団に神が定めた職業に勤あよと要請する。










い。 しか し儒者には官吏に代表 されるように世俗内で職業労働に勤 しむ という

























れて初めて神の意に沿 うようになる(ウ ェーバー1989:76-77)。そ して労働
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